
 
 

【 第２３回熊本大学定例学長記者懇談会 】 

 

日   時：令和５年５月１０日（水）１４：００～１５：００（予定） 

 

場   所：本部棟１階 大会議室 

 

本学出席者：熊本大学長                               小川 久雄（ｵｶﾞﾜ ﾋｻｵ） 

      理事（研究・グローバル戦略担当）      大谷 順（ｵｵﾀﾆ ｼﾞｭﾝ） 

司   会：理事（広報・ブランディング・行政連携担当） 宮尾 千加子（ﾐﾔｵ ﾁｶｺ） 

 

内 容： 

 
１．令和５年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰 研究支援賞受賞について（資料１） 

   技術部 生命科学系技術室 技術専門職員 土山 修治 
 

２．くまだいSDGs研究推進事業 成果報告について（資料２） 

『多様性を包摂する「未来の学校」プロジェクト』大学院教育学研究科 教授 菊池 哲平 

 
３．その他 
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令和5年5月10日開催
熊本大学定例学長記者懇談会　資料１
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CARD ENTRY 作業データ システム R-BASE

研究者が w eb でデータ 入力
データ チェ ッ ク

生殖工学技術で
凍結保存し 情報管理

承認あるも ののみ
w eb で情報公開
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CARD ENTRY 作業データ システム R-BASE

研究者が web でデータ 入力
データ チェ ッ ク

生殖工学技術で
凍結保存し 情報管理

承認あるも ののみ
web で情報公開

液体窒素中
に保存

胚の作出仮親への移植産子作出 体外受精 精子融解

体外受精
精子と卵子を採取

♂♀

胚の凍結 精子凍結研究用
マウス

産子作出 実験 成果発表

ケージ集計システムによる
飼育情報管理

生殖工学技術マニュ アルによる
作業者の技術レ ベル統一と 向上
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年度く ま だ い 研究推進事業採択研究成果報告R4 SDGs

多様性を包摂する「未来の学校」
プロ ジェ ク ト

〜特別支援教育・発達心理学・住居学から の 学際的ア プ ロ ー チ 〜

研究代表者 菊池 哲平（教育学研究科 特別支援教育講座 教授）

共同研究者 髙崎 文子（人文・社会科学研究部 心理学講座 准教授）

中迫 由実（教育学研究科 家庭科教育講座 准教授）

令和5年5月10日開催
熊本大学定例学長記者懇談会　資料2



本プロ ジェ ク トの取組概要（ 年度）R42



本プロジェクトが目標とする ゴールSDGs

⚫ 本プロジェクトが直接的に目指す目標

3

様々な障害のある子どもたちを
インクルーシブ可能な学校づくり

多様性を受容し協働する
資質の育成

地域の避難所としても多様な人
を受容できる学校施設づくり

すべての子どもが安心して学校で学ぶことが可能な
「 未来の 学校」 を創出するための基礎的研究



本プロ ジェ ク トの最終目標は

⚫ SDGsゴールの達成のためには、解決困難な地球規模の課題に対

して立場の違う他者と協働して問題解決に臨むことが求められる

⚫ 立場の違いを乗り越え、他者と協働する体験を学校教育において

子どもたちが培い、持続可能な社会の構成員へと育成することが

重要

4

世界的な潮流であ る 「 」D&I （ ）diversity & inclusion を 実現する 社会
の 担い 手を 育成する 「未来の 学校」の 在り 方を 検討する



①成果 ：特別支援教育の視点から

⚫ 発達障害のある児童生徒の学校生活における困り感

- 発達障害当事者３９名と一般大学生３００名を比較（WEB調査）
- 小学校時代の学校生活での困り感の有無を場面ごとに質問

5

3

4

5

6

学習場面 運動会 遠足 修学旅行 給食 昼休み その他の場面

一般大学生 発達障害当事者

学習場面以外にも各種行事で発達障害当事者の困り感が大きいことが示唆



②成果 ：教員の配慮に対する意識調査

⚫ 様々な障害のある児童生徒への配慮に対する教員の意識

- 小・中・高等学校教員３００名を対象に調査（WEB）
1. 「障害者権利条約」「合理的配慮」「インクルーシブ教育」等の用語に対する理解度

2. 合理的配慮として示されている具体的な支援・配慮の例に対して、自らは実施するかど

うか

6

• 障害者権利条約やインクルーシブ教育等の用語については、「詳しい内容
まで知っている」「なんとなく内容を知っている」が５０〜７０％程度、「知ら
ない・よくわからない」が１５〜２５％程度

• 全体の１割くらいの教員が各種の支援・配慮の例に対して「障害の公的認
定があっても実施は難しい」と回答



教員の意識調査の結果（抜粋）7

【障害者権利条約の理解】

詳しい内容まで知っている

なんとなく内容を知っている

名前は知っているが、詳しい

内容まではわからない

知らない・よくわからない

小学校 中学校 高等学校

【合理的配慮の実施：不安感を伝えるためのコミュニケーションカードの利用】

配慮の申し出がなくても実施

する

申し出があれば実施する

障害の公的認定があれば実

施する

実施はしない

小学校 中学校 高等学校



③成果 ：発達心理学の視点から

⚫ 大学生における「多様性の包摂」に関する意識調査

- 大学生１４４名を対象に以下の点を尋ねた
• 発達障害（ASD、ADHD）や他母国語、異なる宗教や文化的慣習、外国籍、
性的指向・自認など多様性のある他者との接触経験

• 各多様性の属性ごとに情報接触経験の有無、当時の周囲の受容状況
• 現在の多様な他者に対する受容意識に関する２３項目からなる尺度

8

• 小〜高校までの直接的な接触経験は現在の多様性の受容に影響する
• 単純な情報接触経験のみでは現在の多様性の受容と関連が見られない
• 周囲が多様性を受け入れる雰囲気があると、現在の受容の程度が高くなる



多様な他者と の接触経験結果（抜粋）9

←多様な他者との接触経験は発達障害（ASD、
ADHD）が多かった

接触した多様性の属性が多いほど、現在の多様性の受容程度が高くなる相関関係が認められた



③成果 ：住居学の視点から

⚫ 学校施設のバリアフリー化に関する実態調査

- 熊本市内及び熊本県のバリアフリー化を進めている学校施設（６校）への現地
調査

- 熊本市教育委員会学校施設課への聞き取り調査

10

対象 R2年度 R4年度 令和7年度末までの目標

バリアフリートイレ
校舎 65.2% 70.4% 避難所に指定されている全ての学校に整備

屋内運動場 36.9% 41.9% ＊令和4年度調査時点で総学校数の93％に相当

スロープ等による段
差解消

門から建物の
の前まで

校舎 78.5% 82.2%

全ての学校に整備
屋内運動場 74.4% 77.9%

昇降口・玄関等
から教室等ま
で

校舎 57.3% 61.1%

屋内運動場 57.0% 62.1%

エレベータ―

校舎 27.1% 29.0%
要配慮児童生徒等が在籍するすべての学校に整備

＊令和4年度調査時点で総学校数の約41％に相当

屋内運動場 65.9% 70.5%
要配慮児童生徒等が在籍するすべての学校に整備

＊令和4年度調査時点で総学校数の約76％に相当

【文科省による令和 年度までの整備目標と 実態調査結果（抜粋）】7

出典：文部科学省「学校施設のバリアフリー化の促進」



現地調査より11

• EVの設置は入学児童の状況に関係なく
進められている現状

• 設置済の学校でも日常的にはEV利用を
認めていないことがほとんどであり、EV
施設の活用が課題

• スロープの設置は対象児童だけでなく、日常の物品運搬
や車椅子利用の保護者にも有益だったとの声もあった

• 設置場所の工夫が必要になることが多い
• 熊本市教委はR7年度までにバリアフリートイレを全学校に設置する計画



年度の研究成果のまと めR4

発達障害児は授業以外の学校生活の様々な場面で困難
を感じやすく、いじめの対象にもなりやすい

学校教員の積極的な配慮や支援に対する意識には
教員間格差が大きい

学校で多様な他者と「深い」レベルで接触することが
将来の多様性の受容につながる

学校施設のバリアフリー化は在籍する障害児以外にも
多くのメリットがある

12


